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1. はじめに 

IH クッキングヒータの加熱コイルに使用されてい

る銅は、温度上昇ともに抵抗値が増加する性質が

ある。すなわち、加熱コイルの温度が上がるとコイ

ル電流が減少し、加熱特性に影響を及ぼす可能

性がある。 

そこで本研究は、IH クッキングヒータにおける加

熱コイルの温度上昇がコイル損失に与える影響を

明らかにすることを目的とする。本論文では加熱コ

イルの温度上昇が加熱コイルの諸定数に与える影

響を解明した。 

 

2． 実験方法 

IH クッキングヒータにおける加熱コイルの温度上

昇がコイル損失に与える影響を観測するために

2.1~2.3 の実験を行った。 

2.1 温度上昇による加熱コイルの抵抗値 

加熱槽を用いて、加熱コイルを常温から 10℃お

きに 130℃まで加熱し、各温度について LCR メー

タ“ZM2353”を用いてインダクタンスと抵抗の測定

を行う。加熱槽とは、耐熱性の箱に電熱線と送風

機を取り付けたものである。 

2.2 IH クッキングヒータ駆動時の加熱コイル温度 

3 層ステンレス鍋に水４ℓ を入れ、IH クッキングヒ

ータの出力を 1400W に設定して加熱する。加熱コ

イル温度の測定は HIOKI 社製メモリハイロガー

“8430”を用いて、加熱コイルの中心から 25mm、

53mm、80mm の位置に K 型熱電対を設置して実

験を行った。 

2.3 IH クッキングヒータ駆動時のコイル損失 

3 層ステンレス鍋に水を 4ℓ 入れ、IH クッキングヒ

ータの出力を 1400W に設定して加熱する。そして、

加熱コイル電流をデジタル・フォスファ・オシロスコ

ープ“TDS5034B”と電流プローブ“TCP303”を用い

て測定する。測定した電流と 2.1節で測定した抵抗

値から(1)式を用いてコイル損失[1]を求めた。  

 
P=rI

2 
             (1) 

 
ただし、P [W]：コイルの抵抗損失、I [A]：コイル

電流、r [Ω]：コイル抵抗である。 

 

3. 実験結果 

 図 1 に加熱コイルの温度に対するコイル抵抗値と

インダクタンスを示す。温度が上昇すると、インダク

タンスはほぼ一定だが、抵抗は増加傾向である。 

図 2 に加熱コイル各部の温度と水温の関係を示

す。グラフより加熱コイル温度は、コイルの内側が

最大で 90℃程度であり、外側になるにしたがって

温度が低くなっている。2.3節よりコイル電流の実効

値は 26.1A であった。この結果よりコイル損失を計

算すると、加熱コイルが 25.5℃の場合は 47.0W で

あり、90℃の場合は 50.4W になる。すなわち、加熱

コイルの温度上昇によって約 3.4W（6.7%）も損失

が増加している結果が得られた。 

 

4. まとめ 

本論文では、IH クッキングヒータにおける加熱コ

イルの温度上昇が加熱コイルの諸定数に与える影

響を明らかにした。その結果、加熱コイルの温度上

昇によりコイル抵抗値が増大し、コイル損失に影響

を与える可能性があることを示した。 

今後は、コイル両端の電圧変動を考慮して加熱

コイルの温度が加熱効率にどのような影響を与え

ているか検討する所存である。 
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図 1 加熱コイル温度に対する 

インダクタンスとコイル抵抗値 

図 2 加熱コイル各部の温度と水温 


